
７
、
８
月
を

「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
強
化
月

間
」
と
称
し
、

超
勤
の
縮
減
が

訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
▼
５
月

26
日
に
行
わ
れ
た
長
官
団
交

で
は
、
「
生
活
（
ラ
イ
フ
）

が
あ
っ
て
こ
そ
、
仕
事
（
ワ
ー

ク
）
が
あ
る
」
と
の
追
及
に

対
し
、
迫
田
前
長
官
は
「
公

務
の
要
請
が
第
一
」
と
断
言

し
ま
し
た
▼
職
場
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
、
毎
日
目
に
飛
び
込

む
の
は
、
「
職
員
が
、
働
き

方
を
見
直
す
こ
と
で
超
勤
を

縮
減
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
る
職

場
環
境
作
り
に
取
り
組
む
」

の
言
葉
。
し
か
し
、
先
日
の

人
事
異
動
で
は
、
あ
る
子
育

て
中
の
女
性
職
員
が
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
際
に
、
「
や
め

て
欲
し
い
」
と
訴
え
て
い
た

勤
務
先
へ
発
令
が
あ
り
ま
し

た
▼
そ
の
職
員
は
、
涙
な
が

ら
に
「
何
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
の
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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８
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月

間
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と
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、

超
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減
が

訴
え
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す
▼
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月

26
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に
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事
（
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と
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に

対
し
、
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前
長
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は
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務
の
要
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が
第
一
」
と
断
言

し
ま
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た
▼
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場
の
パ
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コ
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ら
、
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日
目
に
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働
き
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こ
と
で
超
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を

縮
減
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、
ワ
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・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
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を
実
現
で
き
る
職

場
環
境
作
り
に
取
り
組
む
」

の
言
葉
。
し
か
し
、
先
日
の

人
事
異
動
で
は
、
あ
る
子
育

て
中
の
女
性
職
員
が
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
際
に
、
「
や
め

て
欲
し
い
」
と
訴
え
て
い
た

勤
務
先
へ
発
令
が
あ
り
ま
し

た
▼
そ
の
職
員
は
、
涙
な
が

ら
に
「
何
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
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バ
ラ
ン
ス
な
の
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
〇
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
F
A
X
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）
。

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
〇
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
F
A
X
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）
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人
事
院
は
８
月
８
日
、
政
府
と
国
会
に
対
し
て
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

勧
告
お
よ
び
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
官
民
較
差
は
昨

年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
月
例
給
、
一
時
金
と
も
に
４
年
連
続
の
改
善
を
勧
告
し

ま
し
た
。

「
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
と
定
年
延
長
に
向

け
た
人
事
院
の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
院
は
８
月
８
日
、
政
府
と
国
会
に
対
し
て
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

勧
告
お
よ
び
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
官
民
較
差
は
昨

年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
月
例
給
、
一
時
金
と
も
に
４
年
連
続
の
改
善
を
勧
告
し

ま
し
た
。

「
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
」
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
と
定
年
延
長
に
向

け
た
人
事
院
の
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

月
例
給
は
６
３
１
円
（
０
・

15
％
）
の
改
善
、
一
時
金
で

は
０
・
１
ケ
月
分
の
改
善
と

な
っ
て
い
ま
す
。

月
例
級
で
は
、
俸
給
表
を

改
定
し
て
初
任
給
を
１
０
０

０
円
引
き
上
げ
、
若
年
層
に

月
例
給
は
６
３
１
円
（
０
・

15
％
）
の
改
善
、
一
時
金
で

は
０
・
１
ケ
月
分
の
改
善
と

な
っ
て
い
ま
す
。

月
例
級
で
は
、
俸
給
表
を

改
定
し
て
初
任
給
を
１
０
０

０
円
引
き
上
げ
、
若
年
層
に

つ
い
て
も
同
程
度
の
引
き
上

げ
、
他
で
は
４
０
０
円
の
引

き
上
げ
が
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
任

用
職
員
や
非
常
勤
職
員
の
賃

金
水
準
、
退
職
金
に
も
波
及

し
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
度

の
消
費
者
物
価
０
・
３
％
上

昇
（
食
料
品
を
除
く
）
に
も

追
い
つ
か
ず
、
生
活
改
善
に

ほ
ど
遠
い
内
容
で
す
。
と
り

わ
け
、
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
の
経
過
措
置

（
現
給
保
障
）
が
平
成
30
年

３
月
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
職
員
に
賃
下
げ

が
生
じ
、
そ
の
後
の
賃
金
も

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
勧
告
で
は
そ
の

原
資
を
用
い
て
本
府
省
業
務

調
整
手
当
を
遡
及
し
て
改
善

つ
い
て
も
同
程
度
の
引
き
上

げ
、
他
で
は
４
０
０
円
の
引

き
上
げ
が
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
任

用
職
員
や
非
常
勤
職
員
の
賃

金
水
準
、
退
職
金
に
も
波
及

し
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
度

の
消
費
者
物
価
０
・
３
％
上

昇
（
食
料
品
を
除
く
）
に
も

追
い
つ
か
ず
、
生
活
改
善
に

ほ
ど
遠
い
内
容
で
す
。
と
り

わ
け
、
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
の
経
過
措
置

（
現
給
保
障
）
が
平
成
30
年

３
月
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
職
員
に
賃
下
げ

が
生
じ
、
そ
の
後
の
賃
金
も

据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
勧
告
で
は
そ
の

原
資
を
用
い
て
本
府
省
業
務

調
整
手
当
を
遡
及
し
て
改
善

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
納
得

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。今

回
の
不
十
分
な
勧
告
で

は
、
来
年
度
多
く
の
職
員
が

賃
下
げ
と
い
う
不
利
益
を
被

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
官

民
較
差
の
原
資
は
初
任
層
と

高
齢
層
に
厚
く
配
分
し
、
経

過
措
置
終
了
に
と
も
な
う
賃

下
げ
を
回
避
す
べ
き
で
す
。

全
国
税
は
、
均
等
待
遇
の

実
現
や
雇
用
の
安
定
な
ど
を

要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
人

事
院
は
、
勤
勉
手
当
の
支
給

を
盛
り
込
ん
だ
給
与
決
定
の

指
針
を
改
定
し
た
も
の
の
、
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と
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利
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総
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直
し
」

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
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民
較
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の
原
資
は
初
任
層
と

高
齢
層
に
厚
く
配
分
し
、
経

過
措
置
終
了
に
と
も
な
う
賃

下
げ
を
回
避
す
べ
き
で
す
。

全
国
税
は
、
均
等
待
遇
の

実
現
や
雇
用
の
安
定
な
ど
を

要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
人

事
院
は
、
勤
勉
手
当
の
支
給

を
盛
り
込
ん
だ
給
与
決
定
の

指
針
を
改
定
し
た
も
の
の
、

「
報
告
」
で
は
「
指
針
に
沿
っ

た
改
善
が
行
わ
れ
る
よ
う
各

府
省
を
指
導
」
、
「
慶
弔
に

係
る
休
暇
等
の
検
討
」
と
不

十
分
な
内
容
で
す
。

再
任
用
職
員
で
は
、
月
例

給
・
一
時
金
と
も
に
改
善
し

「
報
告
」
で
は
「
指
針
に
沿
っ

た
改
善
が
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る
よ
う
各

府
省
を
指
導
」
、
「
慶
弔
に

係
る
休
暇
等
の
検
討
」
と
不

十
分
な
内
容
で
す
。

再
任
用
職
員
で
は
、
月
例

給
・
一
時
金
と
も
に
改
善
し

た
も
の
の
、
生
活
関
連
手
当

の
改
善
要
求
に
は
応
え
ず
、

「
（
民
間
動
向
や
運
用
状
況

も
踏
ま
え
つ
つ
）
定
年
の
引

上
げ
に
向
け
た
検
討
と
の
整

合
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

必
要
な
検
討
」
に
と
ど
め
ま

し
た
。
職
場
実
態
や
生
活
状

況
を
顧
み
な
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
も
の
の
、
生
活
関
連
手
当

の
改
善
要
求
に
は
応
え
ず
、
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（
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間
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や
運
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踏
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の
引

上
げ
に
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た
検
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と
の
整

合
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

必
要
な
検
討
」
に
と
ど
め
ま

し
た
。
職
場
実
態
や
生
活
状

況
を
顧
み
な
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
公
務
員
人
事
管
理
に
関

す
る
報
告
」
で
は
、
政
府
が

定
年
延
長
の
検
討
を
開
始
し

た
こ
と
を
受
け
、
「
論
点
の

整
理
を
行
う
な
ど
必
要
な
検

「
公
務
員
人
事
管
理
に
関

す
る
報
告
」
で
は
、
政
府
が

定
年
延
長
の
検
討
を
開
始
し

た
こ
と
を
受
け
、
「
論
点
の

整
理
を
行
う
な
ど
必
要
な
検

討
を
鋭
意
進
め
る
」
と
前
向

き
の
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、

昨
年
に
続
い
て
「
フ
ル
タ
イ

討
を
鋭
意
進
め
る
」
と
前
向

き
の
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、

昨
年
に
続
い
て
「
フ
ル
タ
イ

ム
中
心
の
再
任
用
が
実
現
で

き
る
よ
う
な
定
員
上
の
取
扱

い
」
に
も
言
及
し
て
お
り
、

一
定
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。

他
方
、
長
時
間
労
働
の
是

正
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
ジ
メ

ム
中
心
の
再
任
用
が
実
現
で

き
る
よ
う
な
定
員
上
の
取
扱

い
」
に
も
言
及
し
て
お
り
、

一
定
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。

他
方
、
長
時
間
労
働
の
是

正
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
強
化
や
業
務
削
減
・

合
理
化
な
ど
、
効
果
が
乏
し

い
従
前
の
施
策
を
強
調
。
そ

れ
で
も
改
善
さ
れ
な
い
場
合

に
「
業
務
量
に
応
じ
た
要
員

の
確
保
が
必
要
」
と
の
認
識

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

必
要
な
制
度
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
具
体
策
を
示
し
て
お

ら
ず
、
職
場
の
期
待
に
背
を

向
け
て
い
ま
す
。

ン
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や
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・
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ど
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し
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従
前
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調
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で
も
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な
い
場
合

に
「
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要
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と
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書
等
提
出
票
ま
で
導
入
さ

れ
た
。
文
書
の
紛
失
防
止

が
目
的
の
よ
う
だ
が
、
森

友
学
園
問
題
で
国
会
で
の

「
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
」

「
廃
棄
し
た
」
と
説
明
し

た
後
、
『
適
材
適
所
』
で

就
任
し
た
国
税
庁
長
官
は

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か

管
運
部
門
に
は
「
こ
の

ハ
○
ー
！
」
と
か
、
「
実

力
部
隊
を
も
っ
て
お
願
い

す
る
」
と
か
言
う
職
員
は

い
な
い
が
、
「
本
来
の
管

理
事
務
に
精
通
す
る
職
員

が
育
た
な
い
」
と
危
惧
す

る
声
が
、
幹
部
を
含
め
て

多
く
聞
こ
え
て
く
る
。

管
運
部
門
の
現
状
に
つ

い
て
も
職
員
の
気
持
ち
を

「
忖
度
」
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
。

配
転
の
意
味
は
？

【
北
陸
地
連
】

今
回
の
異
動
で
も
、
遠

距
離
署
か
ら
遠
距
離
署
へ

配
転
さ
せ
ら
れ
た
上
に
、

部
門
ま
で
も
変
わ
る
と
い

う
、
首
を
か
し
げ
る
配
転

が
あ
っ
た
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
が
叫
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
配
転

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
は
相
容
れ
な

い
。真

に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
職
場
に
根
付
か

せ
る
た
め
に
は
、
配
転
制
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の
見
直
し
は
不
可
欠
だ
。
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Ｈ
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Ｓ
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【
関
信
地
連
】
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京
都

議
会
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選
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。
自
民
党

が
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し
「
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Ｈ
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Ｓ
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敗
因
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と
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が
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に
。
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第
57
回
全
国
税
山
の
つ
ど

い
が
８
月
３
日
（
木
）
～
５

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
18

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
前
泊
し
た
仙
流

荘
の
隣
り
「
南
ア
ル
プ
ス
林

道
バ
ス
営
業
所
（
標
高
８
６

０
ｍ
）
」
を
６
時
に
出
発
。

１
時
間
か
け
て
終
点
の
北
沢

峠
（
２
０
３
２
ｍ
）
に
到
着
。

あ
い
に
く
の
ガ
ス
で
景
色
は

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ひ

ん
や
り
し
た
空
気
が
心
地
よ

い
。
森
林
限
界
を
抜
け
小
仙

丈
ケ
岳
（
２
８
５
５
ｍ
）
を

経
由
し
て
仙
丈
ケ
岳
山
頂

（
３
０
３
３
ｍ
）
に
小
学
生
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を
含
め
全
員
で
登
頂
。
氷
河

が
削
っ
た
カ
ー
ル
の
全
容
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
代
わ
り

に
一
斉
に
咲
い
た
多
種
多
様

な
可
憐
な
花
た
ち
が
お
出
迎

え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
日
は
晴
れ
、
難
関
甲
斐

駒
ケ
岳
（
２
９
６
７
ｍ
）
へ

朝
６
時
に
出
発
。
登
頂
を
目

指
す
グ
ル
ー
プ
と
、
途
中
の

駒
津
峰
（
２
７
５
２
ｍ
）
か

ら
仙
水
峠
（
２
２
６
４
ｍ
）

を
経
由
し
、
連
泊
し
た
山
小

屋
「
こ
も
れ
び
山
荘
」
に
戻

る
約
５
時
間
コ
ー
ス
に
分
か

れ
ま
し
た
。
甲
斐
駒
ケ
岳
は

白
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
夏
で
も
山
肌
が
白

く
美
し
い
名
峰
で
す
が
、
ひ

と
一
人
し
か
通
れ
な
い
岩
場

と
、
花
崗
（
こ
う
）
岩
が
砂

状
に
砕
け
た
登
山
道
が
行
く

手
を
阻
み
ま
す
。
無
事
登
頂

し
、
山
頂
の
神
社
に
感
謝
！

往
復
11
時
間
か
か
り
ま
し
た

が
、
登
る
よ
り
下
山
が
大
変

で
し
た
。
そ
の
せ
い
か
下
山

途
中
の
山
小
屋
で
飲
ん
だ
水

が
、
ビ
ー
ル
よ
り
も
う
ま
く

感
じ
ま
し
た
。
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日
は
現
地
解
散
。
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58
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の
集
い
で
の
再

会
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
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